




























































































 

42 

が設置されることを期待する。 

 

 最後に評価形式についてすこし私見を述べることとする。  

各事業の評価が事業実績（数値）に基づいて評価されている場合が多くみられ

る。実績も重要ではあるが、具体的にどのような成果につながりどのような課題

が残ったか、より「成果と課題」に焦点化してもよいのではないかと感じた。ま

た関係することとして、３段階 A・B・C 評価は、シンプル明解であるが、くくり

が大きすぎるのではないか。もう少し微妙な部分のニュアンスを段階評価に反映

するならば５段階評価がいいのではないかと感じた。一考ください。 
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２．全小学校における茶筌を使った茶道体験は、子どもたちに市の伝統文化に触

れさせる良い機会となった。礼儀や作法を重視する体験学習は、現在の子どもた

ちに欠けているコミュニケーション能力の育成になり、今後の成長に大きな役目

を果たすことになる。  

「市民みんなで創る音楽祭」は市民自らが企画・提案することで、参加者も目

標を大きく上回り、地域の音楽活動が広がっている。まさに市民と行政が協創し

た生駒の特徴ある事業となっている。今後も各地でシャンソン、バロック音楽、

チャリチィコンサートなどの音楽活動を通して、幅広い世代が文化芸術に関心を

もち、身近に親しめる音楽祭を広げ「音楽のまち生駒」になると期待できる。  

 生駒ふるさとミュウジアムでは常設展示に加え特別展や講演会、体験学習等に

いろいろと工夫をされている。さらに市内小学生の見学受け入れ等で郷土学習や

歴史学習の場としても貴重な存在にもなっている。これからも広く郷土の文化財

や文献・資料等の収集に努めていただき、施設の充実を図ることによって生駒歴

史友の会会員の増加につながると考える。調査研究、保存の拠点として一層の工

夫を重ねていただき、郷土愛を醸成する役割を期待する。  

 

３．「生駒山スカイウォーク」は１７回目ということもあり参加者は減少傾向に

あり評価が B となっている。しかし「チャリロケいこま」は参加者が増加し、誰

でも気軽に参加できるイベントスタイルのスポーツとなり関心も高い。参加者の

増減にこだわらず、一層の手直しや工夫を加えながら継続することで市民のスポ

ーツとして定着すると考える。  

総合型地域スポーツクラブについては、市民の認知度や理解度が低いのが現状

であり課題である。今後は「多世代・多種目・多志向」のスタイルで市民のニー

ズに応じた活動やスポーツ環境の整備などを進め、周知啓発に力を入るとともに、

各クラブの安定した運営と会員数増加についてのサポートを考えていただきたい。 
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生駒市スポーツ推進計画の中に子どもの育成がある。今の子どもたちの現状は

生活や遊びの内容が変化し、そのために外遊びの減少・子どもの運動不足・体力

低下が言われて久しい。いろいろな種目を取り入れ気軽に参加できるように努力

されているが、参加者は減少傾向にある。今後もそれぞれの事業内容を更に工夫

していただき、子どもがスポーツに夢と憧れをもって楽しみ、さらに体力向上に

つながるようなイベントを期待する。その一つとしてトップアスリートによるス

ポーツ教室や講演会などが開催されていることは高く評価できる。この事業は子

どもたちのスポーツに対する夢や期待を抱く貴重な機会になり、今後の生き方に

大きな役割を果たす可能性もある。事業の回数を更に増やしてさまざまな分野の

トップアスリートに出会える場を提供するが、子どもたちのスポーツ・レクリエ

ーション活動の参加につながると考える。  

 

４．初めて開催された「 IKOMA サマーセミナー」には多くの市民が参加した。

子どもから大人までが学びたいことを気軽に学べる内容で、多くの市民が参加し

好評であった。幅広い世代を対象にした、誰でも先生になれ誰でも学べるという

今までにない内容は、今後の新しい講座の形であり高く評価したい。今後も地域

の人材発掘と活用に取り組み、市民との協働を目指した事業に発展していくこと

を期待する。また、「ユニバーサルキャンプ in いこま」の開催では、応募者数が

多く、関心の高さが伺える。性別、世代、障がい、国籍等を超えて多様性を理解

する機会の大切さが理解できる。この機会に参加者がボランティア精神や他者へ

の思いやりを体験し、日常生活に活かせることが豊かなまちづくりにつながる。

今後もこの企画を継続し、市民に広く広げていただきたい。  

 不登校・ニート・ひきこもりなどの子どもや若者、家族が抱える悩みは年々増

加している。支援方法はいろいろと考えられるが、その窓口を一本化にして「子

ども・若者支援ネットワーク」の総合窓口を開設したことはたいへん意義深いこ




